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23

掲載赤色立体地図
のカラー画像をた
ましん地域文化財
団デジタルアーカ
イブで公開してい
ます。

　
　
　
は
じ
め
に

　

あ
き
る
野
市
横
沢
の
横よ

こ

沢さ
わ

入い
り

は
、J
R
五
日
市
線
の
北
側
の
、

武
蔵
増
戸
駅
と
武
蔵
五
日
市
駅
の
ほ
ぼ
中
間
に
位
置
す
る
、
標

高
三
〇
〇
㍍
内
外
の
丘
陵
（
五
日
市
丘
陵
）
に
囲
ま
れ
た
谷
戸

で
あ
る
（
写
真
1
）。
北
西
に
分
水
嶺
が
あ
り
、
東
南
に
開
口

す
る
。
主
稜
線
の
内
側
は
約
六
五
㌶
の
広
さ
が
あ
る
が
、
う
ち

約
四
八
・
五
㌶
が
、
二
〇
〇
六
（
平
成
一
八
）
年
一
月
に
、
東

京
都
の
「
里
山
保
全
地
域
」
に
指
定
さ
れ
た
。
域
内
に
住
宅
な

ど
の
排
水
を
流
す
施
設
が
無
い
た
め
良
好
な
自
然
環
境
が
残
さ

れ
て
お
り
、
東
京
都
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
リ
ス
ト
に
記
載
さ
れ
る
動

植
物
も
多
く
生
息
し
て
い
る
。
特
に
重
要
な
の
は
山
地
と
接
す

る
谷
奥
に
、
年
間
を
通
し
て
水
の
枯
れ
な
い
水
た
ま
り
が
多
く

存
在
す
る
こ
と
で
、
ト
ウ
キ
ョ
ウ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
（
東
京
都

赤
色
立
体
地
図
か
ら
見
た
横
沢
入

	

内
山
　
孝
男

写真 1　横沢入里山保全地域
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本
土
部
絶
滅
危
惧
Ⅰ
B
類
）
の
産
卵
場
や
、
常
に
水
辺
近

く
に
棲
む
ア
カ
ハ
ラ
イ
モ
リ
や
ニ
ホ
ン
ア
カ
ガ
エ
ル
（
い

ず
れ
も
絶
滅
危
惧
Ⅰ
B
類
）の
生
息
環
境
と
な
っ
て
い
る
。

多
摩
の
丘
陵
地
に
お
け
る
横
沢
入
の
重
要
性
は
、
こ
う
し

た
湿
性
環
境
が
豊
か
に
存
在
す
る
点
に
あ
る
が
、
そ
れ
ら

の
維
持
管
理
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
に
委
ね
ら
れ
て
お

り
、
今
後
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
世
代
交
代
が
進
む
か
ど
う
か

が
、
将
来
に
お
け
る
最
大
の
懸
案
で
あ
る
。

　
　
　
地
形
に
反
映
す
る
地
層
の
褶
し
ゆ
う

曲
き
よ
く

　

さ
て
、
赤
色
立
体
地
図
の
登
場
に
よ
り
、
従
来
の
地
形

図
で
は
十
分
に
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
微
妙
な

地
形
の
変
化
が
、
手
に
取
る
よ
う
に
わ
か
る
よ
う
に
な
っ

た
。
本
稿
で
は
、
横
沢
入
の
山
中
に
分
布
す
る
伊
奈
石
採

石
遺
構
と
、
特
に
採
石
に
伴
う
人
工
的
な
古
道
を
と
り
上

げ
た
い
と
思
う
が
、
そ
の
前
に
ま
ず
、
五
日
市
丘
陵
全
体

に
つ
い
て
述
べ
る
。

　

五
日
市
盆
地
と
日
の
出
町
の
平
井
川
中
流
域
に
は
、
東

京
都
で
唯
一
、
新
第
三
紀
中
新
世
中
期
の
海
成
層
が
分
布

す
る
。
こ
れ
を
「
五
日
市
町
層
群
」
と
言
う
が
、
本
来
は

図 1　あきる野市横沢入の伊奈石採掘遺構（東京都デジタルツイン実現プロジェクト　多摩地
域点群データ微地形表現地図（赤色立体地図）（0.25m）より）

https://adeac.jp/tamashin/viewer/mp100020/red3d-map_196_p81_z1/
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伊
奈
石
の
採
石
遺
構

　

五
日
市
町
層
群
中
の
凝
灰
質
で
粗
粒
な
砂
岩
（
伊
奈
砂
岩
部

層
）
は
、
一
四
世
紀
の
後
半
か
ら
一
九
世
紀
前
半
ま
で
の
約

五
〇
〇
年
間
に
わ
た
っ
て
盛
ん
に
採
石
さ
れ
、
墓
石
、
石
塔
、

石
臼
な
ど
に
加
工
さ
れ
た
。（

（
（

　

赤
色
立
体
地
図
（
図
1
）
を
見
て
ま
ず
目
に
つ
く
の
は
、
画

面
右
上
の
日
の
出
団
地
の
擁
壁
の
西
か
ら
、
画
面
左
端
中
央
や

や
下
に
か
け
て
、
弧
を
描
い
て
分
布
す
る
採
石
遺
構
で
あ
る
。

　

伊
奈
砂
岩
部
層
は
高
角
度
に
傾
斜
し
、
七
〇
か
ら
一
〇

〇
㍍
の
幅
で
地
表
に
露
出
す
る
。
傾
斜
の
方
向
は
、
北
側
で
南

落
ち
、
西
側
で
東
落
ち
（
後
述
す
る
「
石
山
池
」
の
中
の
岩
盤

で
五
〇
度
）
で
あ
る
。
つ
ま
り
、図
1
で
言
う
と
右
下
（
東
南
）

の
開
口
部
に
向
か
っ
て
傾
斜
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
画
面
右

上
の
唐
松
山
周
辺
で
は
南
下
が
り
の
傾
斜
だ
か
ら
、
南
側
山
腹

上
部
に
広
く
岩
脈
が
露
出
す
る
こ
と
に
な
り
、
大
規
模
に
遺
構

が
展
開
す
る
。

　

画
面
左
の
天
竺
山
の
東
側
で
は
、
東
側
に
延
び
る
二
本
の
尾

根
に
斜
め
に
交
差
し
て
地
層
が
分
布
す
る
。
石
は
地
表
に
近
い

ほ
ど
風
化
が
進
ん
で
お
り
、
石
工
は
、
風
化
の
少
な
い
良
質
な

水
平
に
堆
積
し
た
地
層
が
、
後
の
地
殻
変
動
に
よ
り
、
場
所
に

よ
っ
て
は
垂
直
に
近
い
ほ
ど
傾
斜
し
、
全
体
と
し
て
「
C
」
の

字
を
描
い
て
褶
曲
し
て
い
る
（
図
2
）。
五
日
市
丘
陵
は
、
そ

の
「
C
」
の
字
の
左
肩
に
位
置
す
る
。
つ
ま
り
、
南
北
に
走
る

地
層
と
、
東
西
に
延
び
る
地
層
の
接
点
が
、
ち
ょ
う
ど
こ
の
地

域
に
あ
た
る
。
五
日
市
町
層
群
の
う
ち
、
高
尾
凝
灰
岩
部
層
と

伊
奈
砂
岩
部
層
は
特
に
硬
く
、
侵
食
に
対
す
る
抵
抗
力
が
強

い
。（

（
（

こ
う
し
て
、
両
部
層
の
分
布
域
だ
け
は
平
地
に
な
ら
ず
丘

陵
と
し
て
残
っ
た
。
そ
れ
が
五
日
市
丘
陵
で
あ
る
。

図 2　五日市町層群の地質図・○は横沢入の位置
（注 1の資料の挿図に加筆）
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の
、
鉄
製
の
ク
サ
ビ
「
矢
」
を
入
れ
る
た
め
に
彫
ら
れ
た
穴
・

写
真
2
）
の
残
る
ク
ズ
石
や
未
成
品
（
加
工
途
中
で
失
敗
し
た

未
完
成
品
）
が
放
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
山
頂
直
下
の

竪
坑
の
西
側
に
も
幅
約
六
〇
㍍
の
竪
坑
が
あ
り
、
両
方
を
合
わ

せ
る
と
主
稜
線
の
南
側
約
二
〇
〇
㍍
に
わ
た
っ
て
遺
構
が
展
開

す
る
。

　

こ
れ
ら
の
遺
構
か
ら
得
ら
れ
た
石
材
を
搬
出
し
た
ル
ー
ト
だ

が
、
赤
色
立
体

地
図
に
よ
っ
て

も
尾
根
道
以
外

の
古
道
が
認
め

ら
れ
な
い
こ
と

か
ら
、
東
の
日

の
出
団
地
側
に

降
ろ
し
た
の
で

は
な
い
か
、
と

考
え
て
い
る
。

　

さ
て
、
こ
の

あ
た
り
は
「
唐

松
城
」
な
の
だ

石
を
求
め
て
下
へ
下
へ
、
地
下
に
向
か
っ
て
掘
っ
て
い
く
こ
と

に
な
る
か
ら
、
結
果
、
二
本
の
尾
根
は
採
石
に
よ
っ
て
断
ち
切

ら
れ
、長
さ
二
五
〇
㍍
に
も
及
ぶ
人
工
的
な
谷
が
で
き
て
い
る
。

こ
の
二
か
所
が
大
規
模
な
遺
構
だ
が
、
両
者
の
間
を
東
西
に
つ

な
ぎ
、
弧
を
描
い
て
分
布
す
る
岩
脈
は
南
北
方
向
の
支
尾
根
を

横
切
っ
て
お
り
、
支
尾
根
と
岩
脈
が
接
し
た
部
分
に
は
、
尾
根

の
両
側
ま
た
は
片
側
に
露
頭
掘
り
し
た
跡
が
見
ら
れ
る
。

　
　
　
唐
松
山
東
方
の
遺
構
群

　

唐
松
山
東
方
の
三
〇
五
㍍
ピ
ー
ク
の
直
下
に
は
約
六
〇
㍍
×

五
〇
㍍
の
竪た
て

坑こ
う

跡
が
あ
る
。
竪
坑
と
は
、
地
下
に
向
か
っ
て
掘

っ
た
こ
と
で
で
き
た
す
り
鉢
状
遺
構
の
こ
と
で
、
こ
こ
で
は
、

す
り
鉢
の
底
と
尾
根
と
の
比
高
は
一
二
㍍
あ
る
。
竪
坑
の
南
側

に
不
自
然
な
平
面
が
階
段
状
に
数
段
認
め
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら

は
採
石
に
よ
っ
て
出
た
ク
ズ
石
を
積
ん
で
人
工
的
に
造
成
し
た

も
の
で
「
テ
ラ
ス
」
と
呼
ん
で
い
る
。
石
は
、
加
工
す
れ
ば
す

る
ほ
ど
重
量
が
減
っ
て
搬
出
し
や
す
く
な
る
か
ら
、
あ
る
程
度

の
加
工
は
現
地
で
行
っ
た
。

　

テ
ラ
ス
は
、
主
に
こ
う
し
た
現
地
加
工
の
た
め
に
造
ら
れ
た

と
考
え
て
お
り
、
実
際
、
テ
ラ
ス
に
は
矢
穴
（
石
を
割
る
た
め

写真 2　矢穴の残る石
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そ
う
で
あ
り
、「
物
見
山
」
の
名
も
伝
わ
っ
て
い
る
。
田
中
祥

彦
氏
は
「
現
在
は
伊
那
（
マ
マ
）石

採
掘
の
た
め
に
か
な
り
破
壊
さ
れ
て

お
り
、
旧
状
を
知
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
し
か
し
山
頂
部
の

主
郭
部
や
周
辺
に
曲
輪
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
削
平
地
が
あ

り
、（
中
略
）
た
と
え
ば
平
井
館
の
詰
め
城
で
は
な
か
っ
た
か

と
思
わ
れ
る
」
と
書
い
て
い
る
。（

（
（

「
削
平
地
」
は
、
あ
き
ら
か

に
私
が
現
地
加
工
の
た
め
の
テ
ラ
ス
と
認
識
し
た
階
段
状
平
地

の
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
な
お
、引
用
文
中
の
「
平
井
館
」
は
、

日
の
出
町
平
井
中
野
の
宗
剱
寺
跡
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
天
竺
山
東
尾
根
遺
構
群

　

画
面
左
端
の
天
竺
山
山
頂
（
三
一
〇
㍍
・
図
3
A
）
か
ら
画

面
中
央
に
延
び
る
天
竺
山
東
尾
根
は
、
本
来
は
つ
な
が
っ
て
い

た
も
の
が
、
尾
根
に
交
差
す
る
岩
脈
を
地
下
に
向
か
っ
て
掘
り

続
け
た
こ
と
で
断
ち
切
ら
れ
、
人
工
的
な
谷
と
な
っ
て
い
る
こ

と
は
前
に
述
べ
た
。
こ
れ
を
「
天
竺
山
東
尾
根
遺
構
群
」
と
呼

ん
で
い
る
。

　

こ
れ
ら
は
、
大
き
く
三
つ
に
分
け
て
把
握
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
一
つ
は
山
頂
南
側
に
残
る
幅
約
三
五
㍍
と
幅
約
三
〇
㍍
の

二
つ
の
露
頭
掘
り
（
谷
側
か
ら
山
腹
に
向
か
っ
て
掘
り
進
め
、

奥
壁
が
で
き
る
掘
り
方
）
跡
で
あ
る
。
二
つ
の
坑
を
分
け
る
仕

切
り
部
分
に
は
、
数
段
の
テ
ラ
ス
が
認
め
ら
れ
る
（
図
3
B
）。

山
頂
と
南
の
削
平
地
と
の
間
に
は
伊
奈
石
の
長
い
石
段
が
あ

り
、
か
ど
が
摩
滅
し
て
い
て
歩
き
に
く
い
が
、
石
段
の
石
材
は

す
ぐ
脇
の
こ
の
坑
跡
か
ら
採
っ
た
に
違
い
な
い
。
摩
滅
し
た
伊

奈
石
製
石
段
の
存
在
は
、
天
竺
山
山
頂
が
、
採
石
当
時
か
ら
三

内
神
社
奥
宮
で
あ
っ
た
こ
と
の
傍
証
と
も
な
っ
て
い
て
貴
重
で

あ
る
。

　

二
つ
目
は
山
頂
の
東
に
見
え
る
幅
約
五
〇
㍍
、
長
さ
約
九
〇

㍍
に
及
ぶ
巨
大
な
竪
坑
（
地
下
に
向
か
っ
て
掘
っ
た
跡
）
で
あ

る
（
図
3
C
）。
図
を
見
る
と
、
竪
坑
の
中
に
さ
ら
に
深
く
掘

っ
た
部
分
の
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
が
、
底
に
は
水
が
溜
ま
っ
て

お
り
「
石
山
池
」
と
呼
ん
で
い
る
。
こ
の
池
は
、
横
沢
入
の
南

に
位
置
す
る
古
刹
・
大
悲
願
寺
の
第
二
四
代
住
職
如に
よ

環か
ん

が
延
享

三
年
（
一
七
四
六
）
に
描
い
た
「
東
武
多
麻
郡
上
秋
留
郷
之
内

横
澤
村
圖
」
に
も
「
石
山
ノ
池
」
と
し
て
描
か
れ
て
お
り
、
天

竺
山
東
尾
根
が
当
時
「
石
山
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
や
、
江

戸
中
期
の
時
点
で
す
で
に
ほ
ぼ
掘
り
つ
く
さ
れ
て
い
た
こ
と
が

わ
か
る
。

　

石
山
池
の
南
北
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
数
枚
の
テ
ラ
ス
が
築
か
れ
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て
お
り
、
い
く
つ
か
は
谷
側
に
石
垣
を
伴
う
（
写
真
3
）。
そ

う
し
た
テ
ラ
ス
の
う
ち
の
一
枚
に
「
山
神
社
」
の
三
文
字
が
彫

ら
れ
た
石
碑
が
立
て
ら
れ
て
お
り
、
操
業
当
時
に
石
工
た
ち
が

作
業
の
安
全
を
願
っ
て
安
置
し
た
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。
石

碑
は
、
た
ま
た
ま
碑
に
し
や
す
い
平
滑
面
が
得
ら
れ
た
三
角
柱

状
の
ク
ズ
石
を
そ
の
ま
ま
利
用
し
て
お
り
、
紀
年
銘
な
ど
は
無

図 3　天竺山東尾根遺構群　A＝天竺山山頂　B＝山頂南側の露頭掘り跡　C＝石山池竪坑　
D＝釜ノ沢上部竪坑　E＝富田の入りの谷道　F＝南側山腹の搬出路上部　G＝南側山腹の搬
出路下部　H＝壕跡　I ＝北側山腹の搬出路

写真 3　テラスを支える石垣
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で
あ
る
（
図
3
H
）。
こ
の
壕
は
一
九
四
四
（
昭
和
一
九
）
年

か
ら
一
九
四
五
年
に
か
け
て
、
本
土
決
戦
に
備
え
て
、
敵
の
目

か
ら
飛
行
機
部
品
な
ど
を
隠
す
目
的
で
陸
軍
が
築
い
た
も
の
の

一
つ
で
、
横
沢
入
域
内
で
は
、
同
様
な
も
の
が
二
七
か
所
認
め

ら
れ
て
い
る
。（

（
（

図
3
H
の
よ
う
な
壕
は
、
赤
色
立
体
地
図
（
図

1
）
を
詳
細
に
見
る
と
、
主
に
南
向
き
山
麓
に
見
え
る
小
さ
な

矩
形
の
影
と
し
て
認
識
で
き
る
か
ら
、
興
味
の
あ
る
方
は
探
し

て
み
て
ほ
し
い
。

　

石
山
池
竪
坑
は
、
よ
く
見
る
と
南
側
は
崖
状
に
区
切
ら
れ
て

い
る
。
こ
こ
に
は
、
も
と
も
と
は
石
垣
が
あ
っ
た
ら
し
く
、
崖

の
直
下
に
は
崩
れ
た
石
垣
材
と
思
わ
れ
る
人
の
頭
大
の
ク
ズ
石

が
累
積
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
北
に
は
こ
う
し
た
区
切
り

が
無
く
、
ス
ロ
ー
プ
状
に
北
側
の
テ
ラ
ス
群
と
つ
な
が
る
。
こ

の
こ
と
か
ら
、
石
材
は
北
側
に
搬
出
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
、
釜
ノ
沢
上
部
の
竪
坑
か
ら
も
、
北
側
山
腹
経
由
で
降
ろ

す
し
か
な
か
っ
た
。
赤
色
立
体
地
図
は
、
か
す
か
に
だ
が
北
側

山
腹
に
あ
っ
た
搬
出
路
を
映
し
出
し
て
い
る
（
図
3
I
）。
私

は
こ
の
道
を
辿
っ
て
み
た
こ
と
が
あ
る
が
、
荒
れ
果
て
て
い
て

ま
と
も
に
歩
け
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
採
石
が
終
わ
っ
て
以

降
、
こ
の
道
を
歩
い
た
者
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
の
だ
ろ
う
。

い
。

　

遺
構
群
の
北
東
端
は
釜
ノ
沢
最
上
部
の
巨
大
な
竪
坑
で
あ

る
。
北
側
に
幅
六
〇
㍍
に
及
ぶ
崖
が
で
き
て
い
る
（
図
3
D
）。

　
　
　
石
材
搬
出
路
遺
構

　

石
材
を
搬
出
し
た
ル
ー
ト
に
注
目
し
た
い
。
ま
ず
、
山
頂
南

側
の
二
つ
の
露
頭
掘
り
坑
跡
か
ら
得
ら
れ
た
石
材
は
谷
底
の
「
富

田
の
入
り
」
の
谷
道
を
運
び
出
さ
れ
た
（
図
3
E
）。
こ

の
道
は
異
様
に
広
い
が
、
こ
れ
は
、
昭
和
戦
前
・
戦
後
の
一
時

期
に
、
採
石
に
よ
っ
て
出
た
膨
大
な
量
の
ク
ズ
石
を
建
材
と
し

て
利
用
す
る
た
め
、
ト
ラ
ッ
ク
で
運
び
出
す
際
に
拡
幅
さ
れ
た

せ
い
で
あ
る
。（

（
（

　

東
尾
根
竪
坑
の
う
ち
、
石
山
池
よ
り
南
側
か
ら
得
ら
れ
た
石

材
は
南
側
山
腹
斜
面
に
人
工
的
に
造
ら
れ
た
搬
出
路
か
ら
降
ろ

さ
れ
た
（
図
3
F
G
）。
こ
の
道
は
途
中
、
尾
根
道
と
出
会
う

が
、
尾
根
道
に
は
再
び
登
り
が
あ
る
た
め
に
、
こ
れ
よ
り
下
部

に
も
搬
出
路
が
延
長
さ
れ
、
下
る
一
方
に
造
ら
れ
て
い
る
（
図

3
G
）。
現
在
、
ほ
と
ん
ど
の
ハ
イ
カ
ー
は
、
搬
出
路
下
部
は

歩
か
ず
、
尾
根
道
を
下
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
搬
出
路
が
出
口

に
近
い
と
こ
ろ
で
壕
に
よ
っ
て
切
ら
れ
、
道
が
消
失
す
る
か
ら
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（
3
）田
中
祥
彦
「
物
見
山
（
唐
松
城
）」（『
多
摩
丘
陵
の
古
城
址
』
有
峰

書
店
新
社
、
一
九
九
三
年
六
月
）
二
二
八
ペ
ー
ジ
。

（
4
）溝
口
重
郎
「
昭
和
の
伊
奈
石
の
採
掘
に
つ
い
て
（
再
訂
版
）」

（
一
九
九
三
年
九
月
）
二
ペ
ー
ジ

（
5
）　
伊
奈
石
の
会
「
横
沢
入
の
戦
争
遺
跡
調
査
報
告
」（『
伊
奈
石
の

会
会
誌
第
4
号
別
冊
』
二
〇
〇
〇
年
一
一
月
）
五
ペ
ー
ジ

［
主
要
参
考
文
献
］

伊
奈
石
研
究
会
『
伊
奈
石
─
伊
奈
石
の
採
石
・
加
工
と
多
摩
川
流
域
の
流

通
に
つ
い
て
の
研
究
』
一
九
九
六
年
九
月

伊
奈
石
の
会『
横
沢
入
の
歴
史
遺
産
を
歩
く
─
伊
奈
石
の
石
切
場
と
石
仏
』

揺
籃
社
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
7
、
二
〇
〇
九
年
一
一
月

う
ち
や
ま
　
た
か
お

N
P
O
法
人
横
沢
入
里
山
管
理
市
民
協
議
会
理
事

伊
奈
石
の
会
代
表

あ
き
る
野
市
在
住

　
　
　
終
わ
り
に

　

石
材
の
採
石
は
前
代
の
採
石
遺
構
を
破
壊
し
な
が
ら
継
続
さ

れ
る
。
あ
る
時
代
に
採
石
が
終
焉
し
た
と
し
て
も
、
住
宅
な
ど

が
で
き
て
遺
構
が
消
え
て
し
ま
わ
な
い
保
証
は
無
い
。
図
1
右

上
の
日
の
出
団
地
が
そ
の
良
い
例
だ
し
、
実
際
、
横
沢
入
に
も

一
九
八
九
年
か
ら
二
〇
〇
〇
年
ま
で
の
間
、
J
R
東
日
本
に
よ

る
住
宅
開
発
計
画
が
あ
っ
た
。
そ
う
考
え
る
と
、
伊
奈
石
採
石

遺
構
が
、
付
随
す
る
搬
出
路
遺
構
や
周
囲
の
環
境
と
と
も
に
一

体
と
し
て
保
存
さ
れ
た
こ
と
は
一
つ
の
奇
跡
で
あ
る
。
ぜ
ひ
、

遺
構
を
観
察
し
な
が
ら
ハ
イ
キ
ン
グ
を
楽
し
ん
で
ほ
し
い
。

【
注
】

（
1
）部
層
名
は
五
日
市
盆
地
団
体
研
究
グ
ル
ー
プ
「
五
日
市
盆
地
の
新
第

三
系
」（『
地
球
科
学
』
三
五
巻
四
号
、
地
学
団
体
研
究
会
、
一
九
八
一

年
七
月
）
に
よ
っ
た
。

（
2
）採
石
の
開
始
期
は
五
輪
塔
や
宝
篋
印
塔
に
遺
る
紀
年
銘
の
古
い
も
の

か
ら
、
横
沢
入
の
石
山
に
お
け
る
終
焉
期
は
『
大
悲
願
寺
日
記
（
下
）』

（
五
日
市
町
郷
土
館
、
一
九
九
四
年
一
〇
月
）
四
二
ペ
ー
ジ
「
解
題
・

石
山
一
件
」
な
ど
か
ら
推
定
し
た
。




